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忘
れ
ら
れ
な
い
詩
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
う
五
十
年
も
前
の
こ
と
、
私
が
担
任
し
て
い
た
小
学
二
年
生
の
女
の
子
が
、
国
語
の
時
間
に
書
い

た
詩
で
す
。

　
　
　

雨

　

水
た
ま
り
に
雨
が
ふ
る
と　

か
ん
む
り
が
で
き
る

　

大
き
い
か
ん
む
り　

小
さ
い
か
ん
む
り

　

い
っ
ぱ
い
で
き
る　

た
の
し
い
な

　

こ
の
詩
を
読
ん
だ
時
、
私
は
目
の
前
に
鮮
や
か
に
光
景
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。
雨
の
日
、
こ
の
子
は
傘
を
さ
し
て
水
た
ま
り
の
そ
ば
に
し
ゃ

が
み
こ
み
、
じ
っ
と
水
面
を
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
傘
に
あ
た
る
雨
の
音
ま
で
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
「
か
ん
む
り
」
こ
の
表
現
に
心
が
震
え
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
「
文
芸
さ
ん
む
」
は
こ
の
よ
う
な
「
忘
れ
ら
れ
な
い
作
品
」
、
「
心
が
震
え
る
作
品
」
、
「
胸
を
打
た
れ
る
作

品
」
に
出
逢
え
る
素
敵
な
場
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
本
に
「
文
芸
、
手
芸
、
音
楽
等
々
の
分
野
を
問
わ
ず
、
作
品
は
作
っ
た
だ
け
で
は
完
成
と
は
言
わ
ず
、
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
や
、
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
で
完
成
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
本
文
集
は
、
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
、
作
品
が
完
成
し
て
い
く
場
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

二
度
、
三
度
と
読
み
返
す
こ
と
で
、
よ
り
深
く
作
品
の
世
界
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

投
稿
さ
れ
た
方
々
、
編
集
委
員
の
皆
様
方
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
文
集
『
文
芸
さ
ん
む
』
が
今
後
も
益
々

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
巻
頭
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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佐
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潮
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澤
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史
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四
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を
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で
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光
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澤
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美
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１２
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昭
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…
八
街
市
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さ
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森
吟
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句
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神
保
ミ
ツ
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六
地
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八
街
市
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さ
ん
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吟
行
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句
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戸
村
真
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伊
予
訛
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…
八
街
市
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さ
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森
吟
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句
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能
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五
月
　
１２

桜
餅
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…
八
街
市
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さ
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ぶ
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森
吟
行
俳
句
会
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本
堂
　
良
衣
　
１３

若
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…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
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森
吟
行
俳
句
会
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山
田
由
紀
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四
方
の
春
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…
八
街
市
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さ
ん
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森
吟
行
俳
句
会
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藤
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佳
子
　
１３

喜
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祝
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和
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菊
薫
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伊
藤
み
や
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喜
び
…
…
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…
…
…
…
…
…
　
森
　
　
遠
藤
三
千
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「
混
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本
須
賀
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島
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し
な
し
ご
と
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…
木
　
原
　
鈴
木
と
し
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１８

と
り
急
ぎ
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
　
柏
　
竹
之
内
幸
子
　
１８

無
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津
　
辺
　
神
　
　
蘭
光
　
１８

大
根
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
２１

そ
の
人
は
…
…
…
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
２２

百
人
塚
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀
　
川
島
　
　
隆
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雪
の
故
郷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀
　
川
島
　
　
隆
　
２３

目
　
次

【
川
　
柳
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【
俳
　
句
】

【
詩
】
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史
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…
…
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入
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岸
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…
…
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史
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澤
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ゴ
ク
ゴ
ク
、
ハ
ァ
ー
！

　

冷
た
い
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ー
ル
、
夏
到
来
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…
…
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萩
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…
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…
…
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１１０

柳
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中
国
現
代
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人
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庫
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１
〜
５
に
見
る
現
代
中
国
詩
人
の
詩
魂
と
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
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大
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史
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落
花
生
と
サ
ツ
マ
イ
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…
…
…
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１１９
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田
出
土
の
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型
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持
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マ
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…
…
…
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１２３
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は
・
・
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…
…
…
…
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編
集
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